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松本 洋明, 藤井 央法, 小林 圭太, 井上 亮, 山本 義明, 長尾 一公, 松山 豪泰 
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尿管ステントを用いた上部尿路上皮内癌に対する BCG上部尿路注入療法の検討 

西日本泌尿器科(0029-0726)78 巻 5号 Page242-246 

 

白石 晃司, 松山 豪泰 
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西日本泌尿器科(0029-0726)78 巻 4号 Page165-171 

松山 豪泰, 藤本 清秀 

上部尿路上皮癌の周術期化学療法の選択 正確な high-risk症例予測の診断法、予測因子の検討が

課題 
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臨床婦人科産科(0386-9865)70 巻 4号 Page95-98 

 

白石 晃司 
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泌尿器科紀要(0018-1994)60 巻 8号 Page381-385 

 

内山 浩一, 永田 雄大, 中村 公彦, 松村 正文, 藤川 公樹, 松山 豪泰, 中山 祐起, 小松 宏卓, 

山口 裕 

抗血液型抗体高値例に対する ABO血液型不適全腎移植の 1例 

今日の移植(0916-0094)27巻 5号 Page382-384 

 

松山 豪泰 

光力学的診断・治療の泌尿器科癌への応用 

Drug Delivery System(0913-5006)29巻 4号 Page315-322 

 

原 貴彦, 松本 洋明, 松山 豪泰 

当院におけるロボット支援腹腔鏡下前立腺全摘除術の初期経験 50例の臨床統計 

泌尿器外科(0914-6180)27巻 8号 Page1261-1263 
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西日本泌尿器科(0029-0726)76 巻 7号 Page229-237 

 

松村 正文, 内山 浩一, 松山 豪泰 

腎移植 術直後の管理 ドナー 生体腎移植 

腎と透析(0385-2156)76巻増刊 Page606-608 

 

小松 宏卓, 内山 浩一, 松山 豪泰 

腎移植 手術 複数腎動脈を有する donor腎の再建法 

腎と透析(0385-2156)76巻増刊 Page593-594 
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中国腎不全研究会誌 22巻 Page427-429 
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